
主催：⽇本学術会議植物保護分科会 共同主催：⼀般社団法⼈⽇本農薬学会

令和7年3⽉11⽇(⽕)13:30〜17:05  参加無料
東京⼤学安⽥講堂･オンライン ハイブリッド開催

公開シンポジウム

参加の申し込み（事前申し込み制）
p申し込み期間 令和7年1⽉1⽇〜3⽉5⽇
p申し込み⽅法 右のQRコードを読み取りお申し込みください。
QRコードが使えない場合、⽇本農薬学会 (https://www.pssj2.jp/)からお申し込みください。

pオンライン申し込みは先着1000名まで 学会関係者以外の会場参加は先着300名まで
p問い合わせ先 nouyaku@pssj2.jp

司会 ⽔⼝ 智江可 (名古屋⼤学⼤学院農学研究科准教授）
13:30〜 開会の挨拶

松⽥ ⼀彦 (⽇本学術会議連携会員/近畿⼤学農学部教授)
第1セッション【植物保護におけるリスク評価と判断】
13:35〜 ほんとうの「⾷の安全」を考える

畝⼭ 智⾹⼦ (国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所客員研究員)
       座⻑ 斎藤 勲 (東海コープ)

14:20〜 「AI for Science研究はAI研究にあらず」: 理研におけるAI for Science
特に⽣成AIの科学への適⽤を⽬指すTRIP-AGIS

松岡 聡 (理化学研究所計算科学研究センター センター⻑/
東京科学⼤学情報理⼯学院特定教授）

     座⻑ 松⽥ ⼀彦 (⽇本学術会議連携会員/近畿⼤学農学部教授)
15:05〜 休憩

第2セッション【植物保護と⼈類】
15:20〜 植物が乾燥から⾝を守るしくみの解明と育種への応⽤

篠崎 和⼦ (東京農業⼤学総合研究所教授/東京⼤学名誉教授)
座⻑ 浅⾒ 忠男 (横浜市⽴⼤学⽊原⽣物学研究所客員教授/

東京⼤学名誉教授)
16:05〜 微⽣物と歩んだ半世紀 −⼈類の福祉と保健の向上にむけて−

⼤村 智 (⽇本学術会議栄誉会員/⽇本学⼠院会員/北⾥⼤学特別栄誉教授)
座⻑ 滝川 浩郷 (東京⼤学⼤学院農学⽣命科学研究科教授)

16:50〜 総合討論
松本 宏 (⽇本学術会議連携会員/筑波⼤学名誉教授)

17:00〜 閉会の挨拶
與語 靖洋 (公益社団法⼈⽇本植物調節剤研究協会研究所技術顧問)


